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食品安全に関する基礎知識

資料1
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食品の安全とは食品の安全とは

◆食品が「安全である」とは

「予期された方法や意図された方法で

作ったり、食べたりした場合に、

その食品が

食べた人に害を与えないという保証」
（Codex「食品衛生に関する一般原則」

General Principles of Food Hygiene CAC/RCP 1-1969 ）



商品化されている大果系トマト

トマトの原種 トマト野生種

ソラニン

1cm調理の際に除去

育種で低減化されている

どんな食品も絶対に安全とはいえないどんな食品も絶対に安全とはいえない

トリプシンインヒビター

加工の際に失活

トマチン
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ジャガイモの部位
グリコアルカロイド含量（mg/kg）

皮をむいたイモ 46
皮 1430
芽 7640
葉 9080

ジャガイモ中にはソラニン（グリコアル
カロイド）という毒物が含まれている。
芽に多いが、皮や中身にもある。



考え方

○国民の健康保護の優先

○科学的根拠の重視

○関係者相互の情報交換
と意思疎通

○政策決定過程等の透明
性確保

方法

○「リスクアナリシス」の導入

○農場から食卓までの一貫し
た対策

世界各国の経験から、次のような考え方や手段が重視さ
れるようになった。 （2003年 国際食品規格委員会Codex,FAO/WHO）

加盟国の食品安全性に関する措置は、
関連国際機関（Codex Alimentarius
Commission）によって確立されたリス
クアセスメントの手法を使った、人へ
のリスク評価に基づいていなければな
らない。

（参考）WTO・SPS協定第5.1項

食品の安全確保についての国際的合意食品の安全確保についての国際的合意
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基本原則
○消費者の健康保護の最優先
○リスクアナリシス手法の導入

（科学的根拠の重視）

○食品安全基本法の制定
○食品安全委員会の設置

（平成15年7月）

我が国の食品安全行政の基本我が国の食品安全行政の基本

手段
○農場から食卓まで(フードチ

ェーン)の一貫した対策

○リスクアナリシス手法の導入

後始末より未然防止
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食品を科学するリスクアナリシス（分析）講座「リスクアナリシスとは？～食品の安全を守る～」
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リスク評価 リスク管理

リスクコミュニケーション

機能的に分担
相互に情報交換

プロセスは3要素からなる (WHO/FAO, 1995):

どんな危険があるか、
どのくらいなら食べても

安全か決める

安全に食べられるよう
ルールを決め、監視する

関係者相互間で
意見・情報交換を行う

リスクアナリシスとは



(参考)農場から食卓までの安全確保の徹底(参考)農場から食卓までの安全確保の徹底

7

食品を科学するリスクアナリシス（分析）講座「リスクアナリシスとは？～食品の安全を守る～」
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食品安全行政のしくみ
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食品

危害要因

生物学的
要因

物理的
要因

化学的
要因

危害要因の
摂取

摂取量

健康への
影響発生
健康への
影響発生

毒性＆

リスク

食品中の危害要因（ハザード）を食べたときに人の健康に悪影響
が起きる可能性とその度合い

（ハザードの摂取量とハザードの毒性の程度）

食品の安全性に関する用語集（食品安全委員会事務局）

食品のリスクとは食品のリスクとは



有害微生物等
 腸管出血性大腸菌O157

 ボツリヌス症

 カンピロバクター

 リステリア

 サルモネラ

 ノロウイルス

 異常プリオンタンパク質

等

意図的に使用される
物質(に由来するもの)
 農薬や動物用医薬品の

残留

 食品添加物 等
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加工中に生成される
汚染物質

 アクリルアミド
 クロロプロパノール 等

環境からの汚染物質
 カドミウム
 メチル水銀
 ダイオキシン 等

食品中の様々な危害要因（ハザード）の例食品中の様々な危害要因（ハザード）の例

自然毒
 きのこ毒

 ふぐ毒

 トリカブト

 イヌサフラン 等

物理的
危害要因
 金属片
 プラスチック

片 等

その他
 健康食品
 サプリメント

等
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① 絶対に安全という
食品はない！

リスクアナリシスの基本的考え方リスクアナリシスの基本的考え方

② 食品の安全は量の
問題！

③ リスク評価にもとづいて、リスクを管理する

よりリスク
が高い

よりリスク
が低い

？
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ハザード（化学物質）の摂取量（概念図）ハザード（化学物質）の摂取量（概念図）

摂
取
量

多

少

サプリメント（カプセル、錠剤等）

医薬品

食品中の有害物質

有害化学物質
汚染物質

食品添加物

農薬、動物医薬品の残留

香料



食品安全委員会
リスク評価
・ハザードの同定
・ADIの設定、
・リスク管理施策の評価

厚生労働省（リスク管理）

・残留基準値（MRL）の設定
・検査、サーベイランス、指導

等

・農薬使用基準の設定
・動物用医薬品使用基準の設定
・検査、サーベイランス、指導等

農林水産省（リスク管理）

消費者庁

・アレルギー
等の表示
等

リスク
コミュニケーション
関係者全員が意見交換し、
相互に理解を深める

諸外国・
国際機関等

情報収集
・交換

評
価
結
果
の
通
知

評
価
の
要
請

環境省

・環境汚染物質
の基準の設定
等

食の安全確保に取り組む各省庁の関係食の安全確保に取り組む各省庁の関係
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（参考） 食品添加物が指定されるまで

（厚生労働省ホームページより）
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食品の「安全」と「安心」の関係
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食品安全を担保する仕組み

（リスク評価について）
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リスク評価
どのくらいの量なら一
生食べ続けても害が出
ないかなどについて科
学的データを基に評価

緊急時対応

食中毒などの食品に関す
る緊急事態の場合、情報
を集め、国民に知らせ、
不安や被害の拡大を防ぐ。

リスクコミュニケーション
評価機関として情報提供し、
リスクに関わる人と意見交
換する。

食品安全委員会の主な業務
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食品安全委員会の行うリスク評価食品安全委員会の行うリスク評価

１．リスク管理機関からの諮問（依頼）に基づくもの

（食品安全基本法１１条）

１．リスク管理機関からの諮問（依頼）に基づくもの

（食品安全基本法１１条）

・リスク管理機関が基準若しくは規格を定めようとするとき等に諮問される。
・基準若しくは規格を定める際の大元となるADIやARfD又はTDIの設定が中心となり

ます。
・これらの数値に基づいてリスク管理機関で、ばく露量（摂取量）を勘案して基準値な
どが設定されます。

２．自ら行うもの（食品安全基本法第２３条第１項2号）２．自ら行うもの（食品安全基本法第２３条第１項2号）

・案を募った上で、①健康被害の発生が確認されており、これに適切に対応するた
めに、食品健康影響評価の実施が必要と判断されるか、②健康被害の発生が明
確に確認されていないが、今後、その発生のおそれがあり、これに適切に対応す
るためには、食品健康影響評価の実施が必要と判断される場合に行う。

⇒自ら評価の最近の例：加熱時に生じるアクリルアミド、クドア



食品健康影響評価の審議状況（平成29年５月26日現在）食品健康影響評価の審議状況（平成29年５月26日現在）
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①ハザードの同定 化学的、生物学的、物理的要因？・・

②ハザード特徴付け どのような影響？・確率は？・・

③ばく露評価（摂取量推定） どのくらい摂取？経路？・・

④リスク判定 総合的に、リスクは？

次の４ステップで行う。次の４ステップで行う。

※ リスク評価は、個々のハザードについて行い、個々の食

品については行わない。

リスク評価とは？？リスク評価とは？？
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危害要因は何か

動物実験から有害作用を知る

動物実験等から無毒性量(NOAEL）※を推定
※ 動物を使った毒性試験において何ら有害作用が認められなかった用量レベル

安全係数を決める（種差や個人差等を勘案：100が多い）

一日摂取許容量（ＡＤＩ）※を設定する

8

意図的に用いられる物質のリスク評価の例意図的に用いられる物質のリスク評価の例
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※ ヒトがある物質を毎日一生涯にわたって摂取し続けても健康に悪影響がないと推定される
一日当たりの摂取量



摂取量
NOAEL

無毒性量(動物実験の数値)

ADI

一日摂取許容量

No Observed Adverse Effect Level

厚生労働省
残留農薬基準
食品添加物使用基準

１/１００
安全係数

動物実験の数値を
1/100にする

生
体
影
響
（
作
用
）

無毒性量、一日摂取許容量、使用基準の関係無毒性量、一日摂取許容量、使用基準の関係
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試験４

試験２

試験３

試験１

食品中の
実際の量

試験・・・・



コメからの摂取量

（この農薬のコメの平均残留濃度
（ppm）× コメの平均一日摂取量(g)）

りんごからの摂取量

キャベツからの摂取量

大根からの摂取量

（参考） 農薬の残留基準値の算定

長期摂取量

ADI
一日摂取許容量を超えない
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ARｆD

短期摂取量

・
・
・

急性参照用量を超えない

こ
の
農
薬
の
平
均
一
日
摂
取
量

こ
の
農
薬
の
一
日
最
大
摂
取
量

コ
メ
か
ら
の
摂
取
量

（
こ
の
農
薬
の
コ
メ
の
最
高
残
留
濃
度
×

コ
メ
の
一
日
最
大
摂
取
量
）

り
ん
ご
か
ら
の
摂
取
量

み
か
ん
か
ら
の
摂
取
量

茶
か
ら
の
摂
取
量
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(参考) 食品添加物の摂取量はどのくらいか？(参考) 食品添加物の摂取量はどのくらいか？

食品添加物の種類
ＡＤＩ

（ｍｇ/kg体重/
日）

１人あたりの
１日摂取許容量

（日本人の平均体重
５８．６ｋｇの場合）

（ｍｇ／人／日）

日本人１人
あたりの平均
１日摂取量

（ｍｇ）

対ＡＤＩ比
（％）

保存料
※１

安息香酸 ５ ２９３ １．１２６ ０．３８

甘味料
※２

サッカリン類
（サッカリンとして）

３．８ ２２３ ０．３８７ ０．１７

アスパルテーム ４０ ２３４４ ０．０１９ ０．００１

アセスルファムＫ １５ ８７９ ２．４１２ ０．２７

着色料
※１

赤色１０２号 ４ ２３４ ０．０２５ ０．０１

黄色４号 ７．５ ４４０ ０．２２３ ０．２７
出典：
※１：「平成24年度マーケットバスケット方式による保存料及び着色料の摂取量調査結果について」（厚生労働省）より
※２：「平成23年度マーケットバスケット方式による甘味料の摂取量調査結果について」（厚生労働省）より

○一日摂取許容量（ADI）と一日摂取量との比較



食べ物全体で考えることの大切さ

例えば、野菜
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• 野菜を食べることは、がん予防に効果があることが多くの研
究でわかっています。

• 特定の成分に注目しすぎず、また特定の食べ物に偏らないよ
うに、食べ物全体で考えることが重要です。

• バランスよく食べましょう！

体に有害なもの
• アクリルアミド

（加熱した野菜等）
• ソラニン（じゃがいも）
• トリプシンインヒビター

（大豆）
など

生活で気を付けること生活で気を付けること

体に必要なもの
• 数多くのビタミン・ミネラル
• ⾷物繊維
• エネルギーとなる炭⽔化物
• 良質なたんぱく質
• 良質な脂質

など
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食品に係る情報を見極める
ために



食に関する情報を見極めるために食に関する情報を見極めるために
１．その根拠は？とたずねよう

大切なのは「根拠に基づいて考えること」。
あいまいな情報を信じることがないように、必ずその根拠を確認する必要。

２．出来事の「分母」を意識しよう
情報によっては、全体（分母）を隠して、ほんの一部の出来事(分子)だけに

注目が集まるようにしているものがある。
サプリの成功談として５人の話があっても、裏に９９５人の失敗談があるかも。

３．ネット情報の「うのみ」はやめよう
ネット検索で上位に出てきた情報が信頼できるとは限らない。
オリジナル情報かどうか、情報の発信者、発信日等を確認する必要。

４．情報の出どころを確認しよう
誰がどこで言ったかで情報の意味が異なる場合も。
学会や論文情報でも、すべてが信頼できるとは限らないことに注意する必要
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○国内の情報
食の安全ダイヤルＱＡ
キッズボックス
食品に関する注意喚起

リスク評価に関する資料
評価書
ハザード情報があります！

○国外の情報
リスク評価に関する資料

ハザード情報
食品に関する注意喚起

食品安全委員会ホームページ



食の安全ダイヤルＱ＆Aのご紹介(タイトルのみ)

III- １ 食品添加物の複合影響
III- ２ 保存料や着色料などの食品添加物は本当に安全か

III-13 成長ホルモン剤
III-14 トランス脂肪酸
III-15 アクリルアミド
III-16 大豆イソフラボン
III-17 カフェイン
III-18 ビタミンＡ
III-19 ビスフェノールＡ
III-21 「塩」 、塩化ナトリウム(NaCl)
III-22 加工肉、赤肉（red meat）
III-24 食品中の放射性物質の基準値
III-27 芽止めのために放射線を照射されたばれいしょ（ジャガイモ）

IV-７ ウエルシュ菌

IV-９ ノロウイルス

IV-15 ジャガイモに含まれるソラニン

29



食品安全委員会は、様々な方法で、食品の安全に関す
る情報をお知らせしています！

食品安全委員会や意見交換会等の資料、様々な情報
を掲載しています。大切な情報は「重要なお知ら
せ」又は「お知らせ」に掲載しています。
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食品健康影響評価の解説、食品安全委員会の活動の
紹介、子供向けの記事（キッズボックス）等

主な内容 配信日

ウィークリー版

読み物版 毎月中・下旬

新着情報 ホームページ
掲載日(19時)

水曜日各種会議の開催案内、概要

食の安全に関する解説、,委員随想

ホームページ掲載の各種会議等の
開催案内、パブリックコメント募集



食品安全委員会や厚生労働省

「健康食品」の危害情報

食安委の「１９のメッセージ」

国立健康・栄養研究所

「健康食品」の安全性・有効性情報

(https://hfnet.nih.go.jp/)

（参考） 「健康食品」に関する信頼できる情報源
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ご清聴ありがとうございました！


